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　　　　　　　　　  →  ・・・・なので支持 
・なぜ，そのような発言をするのか，資料に基づいて理由づけをする。
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５ のような評価基準を設定した。評価基準は 0 〜 ４





































４ ）表 １ は次の文献を参考にして作成した。
・澤登文治『フランス人権宣言の精神』成文堂，
200７。
・辻村みよ子『人権の普遍性と歴史性』創文社，
1992。　
・畑安次『18世紀フランスの憲法思想とその実践』
信山社，2010。 
【付記】
　本稿は，独立行政法人日本学術振興会・平成28年
度科学研究費助成事業（奨励研究「次世代の世界史
単元開発研究のための質的研究方法の探究」，課題
番号1６H0012４）の補助を得て作成した。
